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論文内容の要旨 
卵巣明細胞癌(Ovarian Clear Cell Carcinoma; 以下 OCCC)は他の組織型の卵巣癌と比し予後不良
である。腎臓の淡明細胞型腎細胞癌では低酸素誘導因子（Hypoxia Inducible Factor; HIF）が化
学療法抵抗性を制御し、特に HIF-1αの発現が臨床的な予後に相関することが知られている。更
に そ の 発 現 量 は HIF-1 α 遺 伝 子 exon12 の C1772T 遺 伝 子 多 型 (Single Nucleotide 
Polymorphisms;SNPs)により差が認められるとの報告がある。今回我々は、OCCC 患者手術検体に
おける HIF-1α遺伝子多型と臨床的予後について後方視的検討を行った。埼玉医科大学病院、埼
玉医科大学国際医療センターにおいて、1985 年から 2011 年 4 月までに外科的に切除され組織学
的に OCCC と診断された卵巣癌 89例について DNA シークエンス法により HIF-1αの C1772T 遺伝子
多型を検討した。さらに、C1772T 変異の有無により 2群に分け、患者背景、病期、治療内容、生
存期間、無病生存率につき検討した。予後の比較には Kaplan-Mayer 生存曲線を用い、P<0.05 を
有意差ありとした。C1772T 変異が認められたものは 23.6%、臨床進行期 I 期では 21.5%、II～IV
期では 29.1%であった。変異（＋）群と（－）群の患者背景・病期の分布に差はなかった。生存
期間、無病生存率ともに両群間に有意差はみられなかったが、I 期症例において、有意差はない
ものの、むしろ C1772T 変異を有する症例の無病生存率のほうが良好であった（p=0.0614）。OCCC
のうち 23.6%と高頻度に HIF-1αの C1772T 変異が認められたが、今回検討した範囲では変異と臨
床的予後との相関は証明できなかった。単一の変異では化学療法抵抗性の差異を説明できない可
能性があり、今後他の因子の関与を含めて検討したい。 
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